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メキシ

コの地質と鉱物資源

～メキシコの地形と地質～

先にCRNNRの組織と業務内奔およびメキシコのエネルギｰ

資源の概況について述べたので当然今回は金属および非金属

鉱物資源をとり上げるのが順序であるがその前に鉱物資源の

賦存状況をよりよく理解するためメキシコの地質とその反映

である地形についてそれらの概略を説明しておこう.
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1.メキシコの地形

メキシコの地形を区分する場合くわしく分ければ11

以上の地区になるカミ本文では理解し易いよう次の6

つに大別した.

1)東シエラ･マｰドレ地帯(LaSierraMadreOrienta1)

(SierraMadreとは“母なる山脈"と言う意味である)

2)高原地帯(A1tip1anicie)

3)西シエラ･マｰドレ地帯(LaSierraMadreOccidenta1)

4)新潮火山地帯(E1EjeNeo岬｡1canicode1M6xico)

5)南シエラ･マｰドレ地帯(LaSierraMadredeISur)

6)バッノ･･カリフォルニア地帯(BajaCa1ifomia)

1)東シエラ･マｰドレ地帯

この山岳地帯はアメリカのテキサス州からメキシコ

の東部に沿ってテワンテペック(Tehuantepec)地峡に

竹田英夫

まで北酉一南東方向に連続しその総延長は約1,700

たmでその幅は250kmに達する.この地帯の主要

な部分は中生代の石灰岩から成りこのため浸蝕地形が

発達する.

北方では国境のリオ･ブラボｰ(RioB･･T0“怒りの河"

と言う意味である)付近そば高原地形の様相を示すカミ南

下するにつれていくつかの小規模な山脈が発達する.

この付近では高度も余り高くなく植生も少ないためサ

ルチイｰジョ(Sa1tino)とモンテレイ(Monterey)付近

で複雑な地質構造が研究されている.さらにこの南側

の北緯18｡～23｡間では完全な山岳地形となりメキシコ

湾にほぼ平行に走るカミ北緯19｡付近で海岸にせまるた

め海岸平野はその幅10kmとなっている.このため

東シエラ･マｰドレ地帯を貫流する多数の河川は急流と

放ってメキシコ湾にそそぐ.またこの付近の山岳地帯

は北部と異なり東斜面で森林が発達する.

北緯19｡から20,351の範囲では後で述べる新期火山地

帯と重複しこの山岳地帯の上に火山が分布するため

ビコ･デ･オリサバ(PicodeO工izaba)のように非常に

高い火山(高度5,747m)が生じまた南側に下ると山

岳地帯自身高度を増しオアハカ州でコンパルテペトノレ

(COmpa1t6pet1)山(高度3,400m)が存在する.

東シエラ･マｰドレ地帯はテワンテペック地峡付近で
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第1図メキシコの地形区分図

写真①モンテレイ帝(ヌエボ･レオン州)付近の

東シエラ･マｰドレ地帯の浸蝕地形(左手

の建物は教会)�
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写真②チワワ州高原地帯ボルソン(半珍漢)地域

写真③

サカテカス平原地域(右中央部は導水橋遺跡)

南シエラ･マｰドレ地帯と合流したような状況になる.

一般にこの地帯の低地は熱帯性または亜熱帯性気候を

示し高地では寒冷でありピコ･デ･オリサバは万年

雪に覆われている.また北部では半砂漠性気候に支配

され寒暖の差がいちじるしい.

2)高原地帯

メキシコの高原地帯は東シエラ･マｰドレと後述

する酉シエラ･マｰドレおよび新期火山地帯に囲まれて

おりサカテカス平原地域で東西に分布する山系により

北部と南部に分けられる.さらに南部平原地帯はサカ

テカス平原地域アグア･カリエンテス平原地域グア

ナフナト山系およびバヒオ(Baji0)地域に区分されぢ､､

'て1ゾ北部音源地帯

ζδ地帯はチワワ州のアメリカとの国境に接する付近

から湖の分布チ6潮沼地域まで'南東方向に延長約850

kmの分布を示し北側ではより広く北緯28,301付近で

その幅は450kmに達する.

一般に高度は1,100～1,500mで砂漠または半砂漠か

ら成り樹木も水も乏しくて夏は酷暑となる.このよ

うなところをメキシコではボルソン(bo1s6n)と呼ぶ.

このボノレソン地域にも石灰岩または火山岩類から成る山

脈灘があり高原地帯の高度より約600㎜位高くなって

いる.これらの山脈群は北西一南東方向に並び一般

にその規模は小さいが中には延長60星m幅15長mに

達するものもある.また内陸湖が発達しコンチャス

河(RioConchas貝を意味する)以外の河川は内陸湖に

そそいでおりこれらの内陸湖は雨期には水がたまるが

乾期には蒸発してエバポライトが生成される.

北部高原地帯の南限は高原地帯の高度より約700m高･

いイェガル(Yegal)カバデｰロス(Capaderos)パラ

ス(Par工as)およびビエスカ(Viesca)等の東西性山脈

群が東シエラ･マｰドレから分岐して酉シエラ･マｰド

レまで延びておりちょうど北部高原地帯と南部高原地

帯の間に垣根を作ったような状態と在る.これらの東

西山脈群は東部では石灰岩を主とするカミ西部では流紋

岩を伴ってくる.

(2)南部高原地帯

南部高原地帯に属するサカテカス平原地域は先に述べ

た東西山脈樺の南側に位置しその北部地区は半珍漢で

植生も水も乏しいが南側に行くにつれて高度を増し

高度2,700mのサカテカス山脈に達する..サカテカス

平原地域は半珍漢性気候に支配され夏は暑く冬は寒い

カミこの中サカテカス市は例外で気候に恵まれている.

アグア･カリエンテス平原地域はサカテカスおよび

グアナフアト両山脈の中間にある.グアナフアト山脈

は東西性で東シエラ･マｰドレから酉シエラ･マｰド

レに続き延長300kmでその幅は最大150たmに達し

中央台地(MesaCent･al)と呼ばれている.

バヒオ地域は中央台地の南側に位置して南東方向に約

300たm続いておりケレタログアナファトミチョア

カンおよびノ･リスコの諸州にまたがり気候は温暖で水

も豊當であり穀物の栽培に適している.

写真④酉シエラ･マｰドレ地帯の景色(ソノラ州ナユサリの北西地域)�
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写真⑤

ピコ'デ'オリサバ(新

潮火山地帯)をハラッパ

より望見

3)西シエラ･マｰドレ地帯

この地帯はメキシコの第2の脊梁をなすが東シエラ

･マｰドレとは地質的に異なりその大半は火成岩類一

生に火山岩類一によって占められこれらの火成活動に

伴って鉱化作用がみられる.

酉シエラ･マｰドレはアメリカの国境から北緯21｡付

近まで北酉一南東方向に約ユ,500量mの延長を示しそ

の幅は北緯28.30'付近でもっとも広く400kmに達し

北緯22｡付近ではせまくたり250しmとなる.一般に

高度は2,000～3,300mの範囲にあるが中にはモイモラ

(Mohimora)山のように海抜3,500mを越すところもある.

この山岳地帯は浸蝕作用により比高1,500mに達する

深い谷を形成しチワワ州の南西部ではグランド･キ

ャニオンを小規模にしたような渓谷も存在しウｰリケ

(Urique)バトピラス(Batopi1as)モレｰロス(Mo工e･

一〇s)およびエル･コブレ(E1Cobre)等の峡谷では種

々の色の火山岩類の成層が幾重にも量って段を作り美

しい景色がみられる.

酉シエラ･マｰドレ地帯に発達する河川は急傾斜の山

腹を下り海岸平野を蛇行し泣がら横切ってカリフォノレ

ニア湾や太平洋にそそいでいる.

気候は山岳地帯の上部では寒冷で相当の期間積雪もあ

るカ茎下部は熱帯性で暑い.海岸平野から急斜面で高

度が上昇するため地形が険しく交通は不便であるが

最近はドゥランゴやチワワで鉄道も作られ自動車道路

も各地で発達し始めてきている.

4)新潮火山地帯

この地帯は北緯19｡から2!｡の範囲にあり太平洋岸の

ナヤリ州からやや弧状を画いて大西洋側のベラクルス州

までメキシコを横切っている.恐らく日本のフォッサ

･マグナ帯に似ているようなものであろう.

もっとも古い火山活動は中新世に始まるが古い方カミ

安山岩質で新しいものは玄武岩質であり一部に流紋岩

を伴う.こ1の地帯には金属鉱床一とくに金･銀の鉱化

作用が顕著でまた工業原料鉱物も多い.

またこの地帯には北米大陸中でも高峯に属するピコ･

デ･オリサバおよびポポカテペトノレ山を始め多くの火

山灘がありセボノレコ(Cるborco)山は前世紀に活動し

ホノレｰジョ(Joru11o)山は1759年またパリタテイン

(Parictin)山は1943年から1952年にかけて活動した記録

がある.

5)南シエラ･マｰドレ地箒

ミチョアカン州とケレｰ口州の境界付近を流れるバノレ

サス(Balsas)河からテワンテペック地峡を通りグアテ

マラの国境に続く山脈が南シエラ･マｰドレと呼ばれる.

この地帯は先カンブリア紀または古生代と

みられる変成岩類ジュラ～白亜系さらに第

三系および種々の火成岩類カミ分布する.

写真⑥バッハ･カリフォルニア地帯の景色(植物はサボテンの一種)

写真⑦バッノ･･カリフォルニア半島の先端サン･ルｰカス

(SanLuc乱s)山甲�
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第2図メキシコ共和国地質図

一般に高度は2,300～2,900mであるが中にIは3,850

mに達するところもある.大体太平洋岸に平行に走り

海岸にせまって急勾配を呈する.メキシコではこの南

シエラ･マｰドレ地帯に地震がもっとも多く発生してい

る.

て海岸平野を作っている.

植生は一般に乏しく半砂漠状態にあるが一部では松

を主とする森林も存在する.

2.メキシコの地質

6)バッハ･カリフォルニア地帯

アメリカの国境近くにあるメヒカリ(Mexica1i)から

半島の最南端のサン･ホセ･デ･カｰボ(SanJos6de

Ca声｡)まで総延長1,050kmでその幅は最大約140km

最小30kmである.

この地帯も先カンブリア紀または古生代の基盤岩類お

よび中生代と第三紀の堆積岩さらに火成岩類が分布し

南シエラ･マｰドレ地帯の地質とよく似ている.この

ためバッハ･カリフォノレニア半島は南シエラ･マｰ

ドレに連続するという意見もある.

しかし地形的には台地を構成し海抜1,800mが最

高でカリフォノレニア湾側は崖を作りこの崖の連続カミ

断層線にほぼ一致するが一方太平洋側はゆるく傾斜し

メキシコの地質全般についてまとめた出版物は非常に

少なく最近のデｰタをとり入れて正確な紹介をするこ

とは難しい.本文ではJ.R｡ゴンサレス(〕enarOGon･

z全1ezReyma)の“メキシコの鉱産資源と鉱床"(Rique

zaMinerayYacimientosMinera1esdeM16xico)を主

に参照した.

メキシコでは地質調査がおくれているような印象を受

けるが号の原因の一つに国土面積に比して地質家の絶

対数カミ不足していることカミあげられる.1968年当時の

地質家は全部で390名であり現在は恐らく500名を越

したと思われるが日本の約10分の1に過ぎない.

地質図はメキシコ国立大学地質研究所石油公社

CRNNR建設省水資源省国土研究委員会(CET趾�
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第3図先カンブリア紀および古生代古期岩類分布図

これらは古生代に属するという意

見もある.

南シエラ･マｰドレ地帯は珪岩

雲母片岩緑色片岩および花開片

麻岩等の基盤岩類が比較的広く分

布し先カンブリア紀のものとさ

れている.またこれらを貫く花

開閃緑岩の一部も弱く変成した古

生代の地層に覆われ先カンブリ

ア紀とみられる.しかし絶対

年代の研究がおくれているため

先カンブリア系と断定するのには

異論もあるようである.

NAL)等で作られておりまたメキシコ国立大学メキ

シコ工科大学およびサン･ノレイス･ポトシ大学でそ

れぞれ工学部に地質専攻学科が設置され地質家が養成

されている.

さてメキシコの地質を概観すると先カンブリア紀お

よび古生代に属する基盤岩類はおもに西シエラ･マｰ

ドレ南シエラ･マｰドレおよびバッハ･カリフォルニ

ア地帯に分布する.また中生代の堆積岩類は東シエ

ラ･マｰドレ地帯に広範に発達する他高原地帯に台地

を構成し南シエラ･マｰドレでは北緯20｡以南にその

分布が認められる.さらにバッノ･･カリフォルニア地

帯には中生代および第三紀の石灰岩が一部に分布しユ

カタン半島は第三紀の石灰岩カミ広く存在する.火成岩

類は西シエラ･マｰドレ地帯新期火山地帯南シエラ

･マｰドレ地帯およびバッハ･カリフォルニア地帯に主

として分布しこの中深成活動は中生代末期火山活動

は第三紀にもっとも顕著である.

以下時代順に地質を説明しよう.

1)先カンブリア紀

元カンブリア系は酉シエラ･マｰドレパッノ･･カリ

フォルニアおよび南シエラ･マｰドレ地帯に分布してい

る.西シエラ･マｰドレの北端にあるソノラ州では下

部カンブリア系に覆われ確実に先カンブリア系と断定

できる変成岩類が存在するがこのような基盤岩類はシ

ナロア州およびドゥランゴ州でもみられる.またバッ

ハ･カリフォノレニア地帯でも片麻岩ミグマタイト等先一

カンブリア系に属するとみられる変成岩類が露出するか

とが知られている.

2)古生代

メキシコでは古生代に属する地

層はおもに北酉部のソノラ州と

南東部のチアパス州に分布するこ

(1)カンブリア紀

カンブリア系はソノラ州の北西部とチアパス州の中央

部に存在する.ソノラ州ではカボルカ(CabOrca)の南

東20kmに位置するロス･アロホス(LosArrojos)山地

にカンブリア系中部カボノレカから10km離れたプロベ

ｰドラ(PrOveed･･)山地にカンブリア系下部の分布する

ことカミ確認されている.

下部カンブリア系は先カンブリア系の変成岩類を覆っ

てその下部に厚さ300mの石灰岩および珪岩カミあり

その上に砂質黒色片岩を伴う珪岩(層厚275m)さら

にその上部に塊状の暗色石灰岩が分布する.これらの

地層から三葉虫および腕足類の下部カンブリア紀に属

する化石が発見されている.

また中部カ;■ブリア系はその下部に厚さ300mの褐色

石灰岩および砂質片岩その上部に厚さ400mのドロマ

イトおよび石灰岩カミ存在しその中の化石としてはクリ

プトゾｰンカミ産する.

(2)オルドビス紀

メキシコではオルドビス系はまだ知られていない.

(3)デボン紀

ソノラ州のアメリカの国境近くに岩相上アメリカのデ

ボン系に対比される厚さ280mの石灰岩が存在する.

(4)ミシシッピｰ紀�
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カンブリア系と同様ソノラ州と

チアパス州でミシシッピｰ系が知

られている.チアパス州では厚

い中生代の石灰岩の下にミシシッ

ピ｣系が存在しこれはグアテマ

ラに続いている.発見された場

所は北緯16｡西経92.32'の地点

付近で灰白色～暗灰色の石灰岩

とドロマイトからなり腕足類

クリノイドサンゴの化石が含ま

れている.またソノラ州ではビ

ｰサニ(Bisani)の付近で厚さが

160mのミシシッピｰ系の存在が

知られている.

渋｡十
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‡主化闘岩類

∀
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(5)ペンシルバニア紀

同じくチアパス州でミシシッピ第4図中生代三畳系i白亜系(斜線部)分布図

一系の分布する地域にペンシルバ

ニア系が存在するカミ石灰岩ドロマイト砂岩頁岩

等から成りその中に腕足類クリノイドサンゴの化

石が含まれている.

カ

タ

(6)二畳紀

二畳系はソノラ州チアパス州の他タマウリパス州で

も知られている.タマウリパス州では厚い白亜紀の石

灰岩の下部に小規模の露出を示し黒色石灰岩泥灰岩

頁岩等から成り腕足類およびフズリナの化石を含んで

おりその厚さは1,500mである.また二畳系の下部

には火山活動の形跡がみられ厚い砂岩層と凝灰岩層が

存在する.

ソノラ州ではアノレタｰル(Altar)地域に二畳系が分布

しその厚さは760mである.またチアパス州のグア

テマラに近い国境付近にもミシシッピｰ系とともに岩

相上二畳系に相当するものが存在している.

3)中生代

この時代の地層はメキシコで広範に分布するため相

当くわしく調査されている.一般に堆積岩類は海成層

から成りこの中白亜系が東シエラ･マｰドレ地帯の大

半を占めこれらの堆積岩中に石油および石炭が存在す

ることは先に述べた通りである.また中生代末期の火

成活動カミ相当広範囲にみられこれにより多数の金属鉱

床カミ形成されている.

(1)三国記

メキシコの三畳系の特徴としては赤色の砂岩および礫

岩を伴うことがあげられる.三畳系は主にサカテカス

コアウィラソノラの各州に分布することが知られてお

りその中サカテカス市付近の上部三畳系は良く調査さ

れている.

サカテカス市付近では砂岩珪岩粘板岩頁岩等か

ら成りアンモナイト類の化石を豊富に含みカｰルニ

ア階に相当することが知られている.またソノラ州で

はアラモ･ムェノレト(A1amoMuerto)山系に分布し

珪岩硬砂岩石灰岩および赤色礫岩等から成り一部

に弱い広域変成作用を受けた痕跡カミ認められる.

上記の他オアハカおよびミチョアカン州の太平洋に

面した海岸地帯に層序上三畳系に相当する地層のあるこ

とが知られている.

これらの三畳系は一般にいちじるしい榴曲および断層

運動を受け多くの場合断層にはさまれて分布する.

(2)ジュラ紀

メキシコではジュラ系が比較的広く分布し白亜系の

下底に削剥作用によって露出しときに金属鉱床の母岩

をなすことカミある.これらのジュラ系は動物および植

物化石を伴い下部中部上部に分けられる.

下部ジュラ紀

ソノラベラクノレスオアノ･ガイダルコプエブラ

およびチアパスの諸州に分布する.西シエラ･マｰド

レに属するソノラ州では石灰岩を主とする下部ジュラ系

が同州の北酉および南東部に存在し腹足類二枚貝類

ウミユリ類アンモナイト類等の化石を産する.�
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ベラクノレスオアノ･カチアパス等の東シエラ･マｰ

ドレ地帯の下部ジュラ系はポドザミテスザミテスオ

トサミテスブテロフィルムしだ類等の植物化石を伴

う.これらの下部ジュラ系はいちじるしい榴曲および

断層運動を受けている.

中部ジュラ紀

ミチョアカンゲレｰロオアノ･カチアパス州にま

たカミる南シエラ･マｰドレ地帯に暗色の石灰岩および泥

灰岩カミ分布しこの中に中部ジュラ紀に相当するフィロ

セラスステファノセラスペリスフィンクテス等のア

ンモナイト類を産する.しかしチアパス州では下部

ジュラ系と中部ジュラ系の区分カミできたいところもある.

が北酉一南東に並ぶ孤立した台地を構成し石灰岩から

成る.

西シエラ･マｰドレ地帯ソノラチワワシ

ナロアの各州に散在するが第三紀の火山岩類に覆われ

るためその分布範囲は限られている.また種々の貫

入岩類がその中に存在する.

南シエラ･マｰドレ地帯この地帯の白亜系は

ジュラ系の上に分布するかハリスコ州付近では直接古

期基盤岩類の上にのっている.これらの白亜系も石灰

岩を主としチアパス州では延長数100kmにわたって

連続する.

上部ジュラ紀

コアウイラヌエボ･レオンドゥランゴサカテカ

ズサン･ノレイス･ポトシケレタロ等の各州に上部ジュ

ラ系が分布する.メキシコ中央部では層厚300～1,000

mで深海性堆積物の様相を示しアンモナイトの化石

を含んでいる.構成岩類は砂岩粘板岩石灰岩およ

び泥灰岩から成り層序的ピは少たくとも2層に区分さ

れ砂岩粘板岩泥灰岩から成る互層と塊状石灰岩を

主とし泥灰岩を伴うものとがある.

(3)白亜紀

白亜系についてはその分布が広くまた石油石炭を

伴い金属および非金属鉱床の母岩をなすことも多い.

ジュラ系同様上中下に区分されるがこれにっいては地

質学者間で意見カミ異なっているようでメキシコ北部で

は下部および上部白亜系カミ存在するカミ中部白亜系が欠

如しておりメキシコ南部に中部白亜系があるという意

見がありこれに対してメキシコ南東部では上部白亜系

が欠如するという説またメキシコには中部白亜系が存

在したいと主張する学者もいるらしい.

白亜系はジュラ系の上に堆積しているが一部では直

接先カンブリア紀または古生代の変成岩類の上にのって

いるところもある.また種々の火成岩類によって貫か

れていることも多い.その分布地域としては次のよう

なものがあげられる.

東シエラ･マｰドレ地帯この地帯には白亜系

がもっとも広く発達し主として石灰岩から成り榴曲

および断層運動を受けているカミ貫入岩類は比較的少な

い.

高原地帯主にチワワ州の半砂漠地域で白亜系

バッハ･カリフォルニア地帯バッノ･･カリ

フォノレニアでは太平洋岸にほぼ平行に白亜系が分布し

ここでは砂岩礫岩の他火山砕屑岩類を伴う.

上記の他タバスコ州やユカタン半島にも白亜系の分布

が知られている.

下部白亜紀

主に東シエラ･マｰドレに属するチワワコアウイラ

ヌエボレオソサン･ノレイス･ポトシケ'レタロｰイ

ダルゴの他ケレｰロオアハカの各州にその分布が知ら

れている.一般に層理の良く発達する頁岩砂岩およ

び石灰岩から成り榴曲および断層運動をいちじるしく

受けている.化石も豊富でアンモナイトベレムナ

イト有孔虫腕足類腹足類等を伴っている.バッ

ノ･･カリフォルニアでは下部白亜系に玄武岩安山岩等

の溶岩や凝灰岩が存在する.

チワワコアウイラサカテカス等では下部自亜系中

の石灰岩が金･銀を伴う銅･鉛･亜鉛鉱床の母岩をなし

ている.

中部白亜紀

中部白亜系は上部白亜系に覆われることが多いがチ

アパス州やバッノ･･カ'リフォノレニアでは直接第三紀の火

山岩類に被覆されるところもある.チアパス州のチデ

パス山系では中部白亜系が榴曲および断層運動を受けた

後隆起した形跡が認められる.またハリスコおよび

オアハカ州では古期基盤岩類の上に直接中部白亜系が

のっているところも観察される.

中部白亜系は一般に層理の発達する灰色石灰岩を主と

しその中に砂岩頁岩泥灰岩がはさまれときに石

灰岩が青色を呈する部分もある.この中に含まれる化

石としてはカキ有孔虫サンゴ腕足類等がある.�
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上部白亜紀

上部白亜系は東シエラ･マｰ

ドレｰ帯に広く発達しコアウ

イラタマウリパズサン･ルセ1ロス

イス.ポトシヘラクノレス等のユ､

エウヘニア､

諸州にまたがって分布する.

一残に層理のよく発達した厚い

石灰岩から成り砂岩石灰質

頁岩泥灰岩および粘板岩等を

はさんでいる.これらの構成

岩類は榴曲および断層運動を受

けところにより花崩岩類に貫

かれて接触変成作用が生じてい

る.チワワ州ではこれにより

鉛鉱床および放射性鉱物の存在“第三系

することカミ知られている.こ

の時代の化石としては斧足類

頭足類ノレディステスアンモ

ナイトネリネア等を産する.

上記の他メキシコの中央部や北部に白亜系カミ分布す

るが時代的には未区分である.

チ
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4)新生代

メキシコにおける新生代は大きく見た場合最初海浸

による海成堆積物に始まり続いて火成活動一とくに

火山活動ぎらに陸成堆積物という順序になっている.

新生代当初の海浸はメキシコ湾岸沿いおよびメキシコ

北東部でいちじるしくひき続いてメキシコ湾岸および

ユカタン半島に海成堆積物が形成される.この時期に

主に火山活動カミ始まりその後火山活動が最盛期に達し

てメキシコ西部と中央部に非常に厚い火山岩類が発達し

たカミュカタンおよびカンペチェ付近の大陸棚が一度隆

起して陸化した.さらにその後メキシコ中央部の盆地

に湖沼が出現し陸成堆積物一とくに礫岩一がとこ

ろにより厚く堆積している.この時期以降の火山活動

により陸成堆積物は火山岩類に覆われたり河川をせ

き止めて堰止湖が多数作られたりしている.

この時代の火成活動により金･銀･銅･鉛･亜鉛･

鉄等の鉱化作用カミ生じている他第三系中には石油も存

在し鉱業上重要校位置を占めている.

(1)第三紀

始新世

メキシコの始新統は東西の海岸線付近に分布し一般

に石灰岩砂岩をはさむ頁岩石灰質砂岩および頁岩か

ら成り有孔虫大型有孔虫甲皮類等の化石が含まれ

第5図第三系

第四系分布図

ている.

始新統がもっとも広く発達するのはメキシコ北東部の

アメリカとの国境を流れるブラボｰ河以南で西経98.4

4'から101｡北緯25.11!から28,351の間にその分布カミみ

られる.すなわち国境のヌエボ･ラレｰド(Nueマ｡

Laredo)およびマタモロス(Matamo工｡s)から南に下り

タンピコ(Tampico)の酉に続いている.この地域に

は先に述べたように天然ガスが埋蔵されている.

この付近の始新統はチコンテペック(ChicOntepec)層

と呼ばれ全体の層厚は約2"000mであり下部のタン

ラノ･ス(Tan1ajas)砂岩ではその下部が粗粒無化石で

ドロマイトをはさみ黄色を呈するが上部にゆくと貨幣

石サメの歯およびサンゴの化石が多く含まれる.タ

ンラハス砂岩の上にあるチャルマ(Cha1ma)頁岩は砂質

頁岩で白亜紀のトメシ(TOmesi)層に似ている.そ

の上部にあるハコ(Jac0)砂岩は砂岩プロパｰで一般

に上部の方が砂質に移向する性質がみられる.この始

新統は東シエラ･マｰドレ地帯の造山時に生じたモラッ

セ堆積物とみられている.

この地域から南に下ってタマウリパス山脈と海岸の中

間に位置するサン･ホセ･デ･ラス･ルシアス山脈(Sie工ra

deSanJosるde]asRusias)では古第三系に属する貨

幣石を含む黄色の石灰岩が分布する.一般に石灰岩は

ゆるく傾斜した単斜構造を示すカミ中にはドニム状構造

を呈するところもある.

メキシコ湾の海岸線に沿って始新統はサン･ノレイス･

ポトシ州の一部とプエブラ州北部からベラクノレス州にわ

たり分布する.またオアハカ州ではトラシアコ(T1a一�
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第6図ノ･リスコおよびワステカ構造帯

第7図メキシコ構造帯およびパラリア地向斜
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xiaco)の東とオアノ･カの酉で細長い2帯の分布がみられ

るがそれらの主軸は南北性を示している.さらにテ

ワンテペック地峡からタバスコチアパス州を通り南

東に延びてグアテマラに続く始新統がある.

メキシコ西岸のバッノ･･カリフォノレニア地帯にも種々

の地域に始新統カミ分布するがセドロス島(IsladeC←

drOs)では地層カミ北西一南東方向に走り西に傾斜する

構造がみられまたプンタ･エウヘニア(PmtaEugケ

nia)ではこの時期に花騎岩の貫入のあったことが知られ

ている.

漸新世

漸新統はメキシコ湾に沿って細長く分布しメソン

(Mes6n)またはアラサン(Alaz6n)層等の名前で呼ばれて

いる｡試錐結果によればアメリカ国境からグアテマ

ラ国境まで漸新統の分布することカミ判明しているカミ構

成岩類は砂質石灰岩が主でときに薄い砂岩をはさんで

おり石油および天然ガスを埋蔵することは先に述べた

通りである.

地表に露出する漸新統はベラクノレス州でもっとも広く

分布しタバスコとチアパスの両州の中間にあるプエノレ

ト･メヒコ(PuertoM6xico)の南と南東にも分布する.

これらに含まれる化石は斧足類蕨反動物等である.

またベラクノレス州のトゥスパン(Tuxpるn)の南西には

漸新統中に貫入した花筒岩と閃長岩の存在することが判

明している.

中新世

中新統もまたメキシコ湾沿いにアメリカの国境からガ

テマラの国境まで分布しユカタン半島の大半を占めて

いる.ベラクノレス州の南東部とチアパス州では中新統

が後期の地層に覆われていることが試錐の結果判明して

いる.一般にメキシコ湾岸の中新統中にはいちじるし

い火成活動はみられずその一部が第四紀の火山岩類に

覆われる.またユカタン半島では中新世に一度陸化し

その後再び中新統が堆積した形跡カミ認められる.この

他バッノ･･カリフォルニアでも中新統が分布している.

一般に中新統は灰白色の石灰岩および泥質砂岩から成

り斧足類腹足類二枚貝類等の化石カミ合まれる.

メキシコでは中新世に広範な火成活動カミあり貫入岩

としては花開岩閃長岩閃緑岩花陶閃緑岩モンゾ

ニ岩輝緑岩等があり広い分布を示す火山岩には安山

岩石英安山岩とこれらに伴う火山砕層岩類カミ存在する.

中新世に生じた火山としては新期火山地帯のピコ･デ･

オリサバコフレ･デ･ペロｰテ(CofredePerote)

ポポカテペトノレイスタクシウアトル(I2taccihuat1)

アフスコ(Ajusco)ネバｰダ･デ･トノレカ(Nevadade

To1uca)ボルカン･デ･コリｰマ(Vo1cξndeCo1ima)

およびボノレカン･デ･フエゴ･デ･コリｰマ(Vo1cξnde

FuegodeCo1im)等があり現在はいずれも活動して

いない.しかしこの中ポポカテペトノレは1920年1月

12目に小規模の噴火をしまたフエゴ･デ･コリｰマ火

山は1913年に大規模の噴火をしたことがある.

この時代の火山活動は上記の他メキシコの西部およ

び中央部でも生じ主として安山岩から成る厚い熔岩や

火山砕屑岩の高い山脈を形成するが一般にこれらの火

山活動の茄芽は第三紀初期に始まり新第三紀に入って

造山時の榴曲および断層運動により生じた弱線に沿って

火成活動が生じたとみなされる.酉シエラ･マｰドレ

および南シエラ･マｰドレの安山岩はこの時代に属し

メキシコ全般にわたる火成活動は鉱化作用ととくに密接

狂関係をもっている.

この他第三紀に生じた湖成堆積物が比較的広範に分布�
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第9図ノ･リスコおよびワステカ造山帯分布図

しソノラサカテカスグアナフアトプエブラおよ

びケレｰ口の各州にみられる.これらは厚さ数100m

に達する赤色礫岩を主とするがそのくわしい時代は明

かで狂い.

鮮新世

この時代にはユカタン半島が海底にありその北部に

鮮新続カミ堆積した.またベラクルス州およびチアパス

州にも鮮新統カミ露出するが太平洋側のバッノ･･カリフ

ォノレニアにもその分布がみられる.

一般に石灰岩泥灰岩砂岩等から成り疎反動物

腰昆類斧足類蔓脚類等の化石が含まれている.

西シエラ･マｰドレおよび高原地帯の西部にはこの時

代に広範な流紋岩の活動カミみられ中新世の安山岩を覆

いその厚さは数100mに達する.この流紋岩の活動

に関係して金および錫鉱床が形成されている.

(2)第四紀

メキシコでは更新世および最新世の堆積物はメキシコ

湾沿いおよび太平洋に面する海岸平野に分布しシナロ

ア州の北西部では海岸から酉シエラ･マｰドレの麓まで

160kmの幅にわたり存在する.またバッハ･カリフォ

ノレニアでは北緯23｡から30｡の間にかけて太平洋側に発達

し西シエラ･マｰドレおよび高原地帯でも峡谷や盆地

にその分布がみられる.

第四紀の火山活動は新期火山地帯にその大半カミ集中し

ノ･リスコナヤリミチョアカンメキシコモレｰロ

スプエブラの各州にわたって多数の火山がみられる.

この中パリタティンの活動が新しく1943年2月から

1952年の始めまで続いている.

3.メキシコの地質構造発達史

これまでメキシコの地質について時代順に説明したカミ

次に地質構造発達史をとりあげてみよう.ただしこ

の項は私自身目下勉強中で必ずしも充分理解するところ

までは到っていないので将来加筆訂正する点カ茎多いこ

とをあらかじめお断りして筆を進めることにする.

メキシコの地形および地質を加味した構造区分をみる

と大体9つに分けられている.すなわち先に述べた

東シエラ･マｰドレおよび西シエラ･マｰドレを中心と

してその東側にはメキシコ湾に沿う海岸平野地帯とユ

カタン半島また太平洋側ではバヅノ･･カリフォルニア

半島ソノラ地帯および南シエラ･マｰドレさらにメ

キシコを胴切りにする新期火山地帯がある(第8図参照).

この構造区分はこれまでの地質構造発達史を反映したも

のでありとくにララマイド変動によって形成されたメ

キシコ造山帯の最終的産物とみることができるようであ

る.メキシコではこのメキシコ造山運動以前にハリ

スコ(Ja1isco)およびワステカ(Huasteca)造山運動のあ

ったことが知られている.これらのハリスコおよびワ

ステカ両造山帯は古生代にすでにその形成カミ始まりカ

ンブリア紀からジュラ紀にかけて北アメリカの大陸塊

をとりまいて発達した.これらの両帯はメキシコの南

東部で接しているかまたは量ったような分布を示して

いる.メキシコ造山帯はジュラ紀から第三紀の鮮新

世にかけて形成されメキシコの大半はこの造山運動に

影響されている.

(1)ハリスコ造山帯

ノ･リスコ造山帯は太平洋岸に沿って平行に発達しメ

キシコ北端のソノラ州から南端のチアパス州にまでおよ

びカンブリア紀から古生代末期(?)にかけて形成さ�
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第10図メキシコ造山帯の概念図

第11図所期火山地帯とクラリオン断層の関係

れたとみ放されている(第9図).

この造山帯には正地向斜と劣地向斜が存在していた形

跡があり前者は太平洋側のバッノ･･カリフォノレニアお

よび南シエラ･マｰドレに分布し古生代前期の堆積岩

類は変成作用および花闇号化作用を受けておりこれら

の一部は石炭系および三畳系によって覆われている.

また石炭紀以前貫入したとみられる花闇閃緑岩～花庸岩

の底盤状貫入岩体も存在する.

一方後者の劣地向斜は正地向斜の東側にあって古生

代前期の石灰岩や浅海性堆積物から成り先に述べたソ

ノラ州のカボルカおよびアノレタｰル地域ではこれらの堆

積岩類は同斜構造を示し約7,000mの厚さをもってい

る.このハリスコ造山帯はメキシコ中央部で中生代お

よび新生代の地層に覆われているため断片的な分布を示

し全体を把握することは困難である.

(2)ワステカ造山帯

ワステカ造山帯はメキシコ湾側に分布し北のコアウ

イラ州からサカテカスおよびタマウリパスを通り南の

チアパス州に到るものでアメリカのウォシッタｰマラ

ソン(Ouachita-Marathon)山地の南西の延長つまり

アパラチア造山帯の連続と考えられている(第9図).

この造山帯の形成はカンブリア紀からジュラ紀中期に

および主に劣地向斜から発達したとみたされている.

すなわちカンブリア紀～デボン紀の石灰岩や浅海性堆

積物を主とし局所的にはかなり高原の変成作用を受け

ている.

このワステカ造山帯の西側にはフリッシュ堆積盆地が

形成されこの中のミシシッピｰ紀～二畳紀の海成堆積

岩類は古生代末期から中生代前期にわたる造山運動によ

り摺曲し一部は弱い変成作用を受けている.

さらにコアウイラ州南西部では三畳紀～ジュラ紀中期

のモラッセ堆積物カミ分布し火山岩起源の凝灰岩および

緑色岩を交えた海成堆積岩類カミプロック状断層運動を受

け一部では二畳紀以後白亜紀以前に活動した小規模の

花開岩類の貫入がみられる.

ワステカ造山帯の東部に相当する海岸平野の下部には

恐らく正地向斜の産物カミ存在すると思われるがこれに

ついての明瞭悲報告はなく油井堀さくの際タンピコｰ

テシウトラン地域で捕獲された基盤を構成する花筒岩類

と変成岩がこれに相当するものではないかと思われる.

ハリスコおよびワステカ両造山帯は先に述べたように

メキシコ南東部で接しているがこれは北米大陸に分布

する安定地塊カミメキシコ南部にまで延びた細長い半島を

形成しこれを囲々で両側にノ･リスコおよびワテスカ地

向斜が形成され､その先端で合一すると解釈されている.

またハリスコ造山運動はアメリカのアントラｰ(Ant･

1er)造山運動にほぼ相当しワステカ造山運動はタゴニ

ック(TacOnic)造山運動の時期に対比されるものであろ

う.

(3)メキシコ造山帯

メキシコ造山帯はアメリカのコノレディレラ造山帯の南

部延長に相当し中米を通ってさらに南米のアンデス造

山帯に続く環太平洋造山帯の一部をなすものである.

メキシコではその全体の形成はジュラ紀から第三紀末に

かけて行なわれているが西側ではジュラ紀末から白亜

紀中期におよぶネバダ変動に支配されその東側の内陸

部から東シエラ･マｰドレにかけては白亜紀後期から第

三紀末におよぶララマイド変動に支配されたと考えられ

ている(第10図):

太平洋側のコノレディレラ造山帯に続く西シエラ･マｰ

ドレの西側とバッハ･カリフォノレニア半島および南シエ

ラ･マｰドレ地帯では正地向斜と劣地向斜に分れ正地�
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向斜は西側のバッノ･･カリフォルニア半島の一部にその

分布がみられ火山岩類を伴う堆積岩が変成作用を受け

ておりフランシスカン層に対比されると解釈されてい

る.劣地向斜は主に上部三畳系～下部白亜系の石灰岩

と浅海性堆積物から成り正地向斜の東側に分布するカミ

これらは造山運動により福山および断層運動を受けさ

らに白亜紀中期にはバッハ･カリフォノレニアおよび南シ

エラ･マｰドレで広範な花闇岩類の深成活動を伴ってい

る.

さてこのコルディレラ地向斜と現在の東シエラ･マ

ｰドレを形成したメキシコ地向斜の間には隆起した後背

地が現在の西シエラ･マｰドレの東側から高原地帯にか

けて存在していたと推定されさらにメキシコ地向斜の

東側にもコアウイラおよびタマウリパス半島カミ北側から

突出し炭層を埋没したサビｰナ湾を形成していたこと

が判明している.

このメキシコ地向斜は劣地向斜の性格を示し一部に

上部ジュラ紀～下部白亜紀の陸成層を伴うカミその大部

分は白亜紀の石灰岩および浅海性堆積物を主としている.

この地向斜は白亜紀末期から第三紀初期にかけてララマ

イド変動により造山運動を受けいちじるしい榴出作用

がみられるが火成活動は小規模の貫入岩体が分布する

に過ぎない.またこれに伴う白亜紀末期から第三紀

初期にかけてのフリッシュ堆積盆地がその西側に形成さ

れて造山運動を受けておりその後モラッセ堆積物カミ東

海岸側で第三紀中期に形成されている.

白亜紀後期の古地理をみた場合バッハ･カリフォノレ

ニア半島の一部および南シエラ･マｰドレの大半はすで

に隆起しカリフォノレニア湾に沿う堆積盆地は南下して

エル･ポルダノレ･デノレ･バノレソス(E1Porta1de1Ba1sos)

地域で東西に延びメキシコ地向斜を横切ってメキシコ

湾に連結しており当時の海浸によってメキシコ湾と太

平洋が結ばれていたことが推定される.

第三紀初期から中期にかけて閃緑岩～モンゾニ岩の貫

入活動ぎらに第三紀の後半には安山岩とそれに続く流

紋岩の広範な火山活動が西シエラ･マｰドレを中心に生

じているがこれは後背地を形成した西シエラ･マｰド

レがメキシコ造山運動によりブロック化しその弱線に

沿って深成岩類および火山岩類が活動したものであろう.

またメキシコを胴切りにして新期火山地帯が分布す

るがこの火山活動は中新世頃から現在に到るまで続い

ている.この地帯は太平洋で東西に延びるクラリオン

(CIarion)トランスフォｰム断層の延長に相当するが
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第12図メキシコの断面推定図

また一方海浸によって太平洋とメキシコ湾を結んだエノレ

･ポノレタノレ･デノレ･バノヒソス地帯にもほぼ一致する.

これら三者すたわち新期火山地帯クラリオン断層お

よび千ル･ポノレタノレ･デノレ･バノレソス地帯の関係はまだ

これから検討する必要カミあるが何らかの因果関係があ

りそうである.ついでにもう少し述べるとこのクラ

リオン断層を境にして南側のアカプルコ海溝は消失し

北側では太平洋中央海嶺のなれの黒とみられるサン･ア

ンドレアス断層がカリフォノレニア湾を通りプレｰト･

テクトニクス説を借りればこの断層の南はプレｰトが

活動しているのに対してその北は死滅したということ

カミできる.しかもこの死滅した時期つまり中新世

に新潮火山地帯カミ誕生したことは興味ある課題といえよ

う(第11図).

以上メキシコの地質構造発達史を概説したがメキシ

コは古生代以降北米大陸の南端に位置して半島的性格を

有しまた太平洋と大西洋に挾まれさらに北米および

南米大陸のかけ橋として島弧的性格も帯びて発達してき

たように思われる(第12図).

当然これらの地質構造は鉱床形成の上にも影響を及ぼ

しており酉シエラ･マｰドレ以西および南シエラ･マ

ｰドレではいわゆるアンデス型の銅･モリブデンおよび

鉛･亜鉛の鉱床を伴いその東側では微弱なカミら錫の鉱

化作用カミ知られている.興味のある事実としては東

シエラ･マｰドレの鉱化作用がいわゆる大西洋型の錫･

タングステンを主とするものとは異り鉛･亜鉛･螢

石等を伴っておりメキシコ造山帯の性格を反映してい

る.

またプレｰト･テクトニクス説流行以前からバッノ･･

カリフォノレニア半島と南シエラ･マｰドレ地帯の地質の

類似性が指摘されてきたが最近バッノ･･カリフォルニ

アの丁度中央にあるエル･アノレコ(E1Arco)付近で

ホｰフィリｰ･カッパｰ鉱床の発見が報じられており

ハッパ･カリフォノレニアと南シエラ･マｰドレとの関係

は今後一層興味をひく問題となりそうである.(つづく)

(筆者は鉱床部現在メキシコのCRNNRに派遣専門家として滞在中)�




